
岡山地方気象台

防災管理官 新納孝寿

岡山県自主防災組織リーダー研修会
令和４年５月２８日

経験したことのない

大雨

その時あなたはどうする？



本日の講義について

・最近の大雨の特徴や気象防災情報についてお話しします。

・その後、時間経過を伴った大雨の現象について、
疑似体験（ワークショップ）していただき、
どのように行動されるのかを考えていただきます。

・ある場面で、こちらからお呼びしますので、
その状況に応じた行動等について、お答えください。



【ワークショップ中のおねがい】
カメラは、常にON

マイクは、通常はミュートに

こちらからお呼びした時にONとしてください

《オンライン対応版》



まずは、基礎知識から



畳

１枚の畳に10mmの雨が降った時、
≒一升瓶10本

180cm

90cm

= 1,620cm3

１枚の畳に100mmの雨が降った時、
≒一升瓶100本

１枚の畳に１mmの雨が降った場合

180cm×90cm×1mm = 180cm×90cm×0.1cm

= 1.62ﾘｯﾄﾙ

≒一升瓶

ドラム缶81％＝８分目

都市部の排水能力は？

雨量とは？



50ミリの雨

アメダス玉野の雨量計
（転倒ます型雨量計）

0.5ミリ溜まる
と転倒してカ

ウントします

中は

140cm

7
0
ｃ
ｍ

机に１ミリの
雨が降ったら

５０ミリ
だと？

オフィスの机



雨量計の仕組み

転倒ます形雨量計：0.5ﾐﾘの雨量がたまると転倒し雨量をカウントします



とある学校の敷地に降った50ミリの雨が、
ぜ～んぶ 学校のプールに集まったとしたら、水の深さは？

「50ミリって、たったの５センチじゃないか」という人もいるけど・・・・

プール

水は低いところに集まる



今岡地域気象観測所
（美作市）

アメダス：Automated Meteorological Data Acquisition System

風向風速

積雪

気温

降水量

日照時間

降水量の観測：25地点

※日照は湿度

へ変更中

岡山県のアメダス配置

※アメダスでの計測以外にも「解析雨量」
という手法もあります



降水量の観測：1295地点

全国のアメダス配置



1時間降水量50ミリ（非常に激しい雨） 以上の年間観測回数は
増加傾向が明瞭

※統計期間1976-2020

１時間降水量50ﾐﾘ以上の年間観測回数



日降水量200ミリ以上の年間日数
も増加傾向

※統計期間1976-2020

なぜ？

日降水量200ﾐﾘ以上の年間観測回数



人間の影響が大気、海洋及び陸域を温暖化させて
きたことには疑う余地はない。」

IPCC第6次評価報告書



https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html

各点：各年の年平均気温平年差

青い線：5年移動平均

赤い直線：長期変化傾向

100年あたり1.26℃の割合で上昇しています

日本の平均気温：長期間にわたって観測を継続している気象観測所の中から、都市化による影響
が比較的少なく、また、特定の地域に偏らないように選定した１５地点の平均気温。

選定した15地点

2020年は、統計開始以来、最も高い

日本の気温変化（1898～2020年）



海面水温

日本近海の海面水温の長期変化傾向

https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/data/db/kaikyo/daily/sst_HQ.html

極端な降水は、大気中の
水蒸気量と直結。

気温が１℃上がると、空
気が含むことのできる最
大の水蒸気量（飽和水蒸
気量）が約７％増加。

海面水温

水蒸気のもとは主に海水！



筒が太くなる
⇒空気中にた
められる水の
量が増える

もし太くなったら?

※統計期間1900-2020※統計期間1976-2020

地球温暖化の影響で大雨が増え、雨の日が減る？



相次ぐ大雨被害



土砂災害

写真：国土交通省HP

土石流
（映像：2014年7月9日長野県南木曽町
国土交通省中部地方整備局提供）

山腹、川底の石や土砂が長雨や集中豪
雨などによって一気に下流へと押し流され
る。
上流での大雨により下流域が土石流に襲
われる場合もある。
がけ崩れ

地中にしみ込んだ水分が土の抵抗力を弱
め、急激に斜面が崩れ落ちる

雨の降り方や降る場所に
よってもたらされる災害が
異なります

内水氾濫

河川の水位の上昇や流域内の多量
の降雨などにより、河川外における住
宅地などの排水が困難となり浸水す
る。

外水氾濫

内水氾濫の対語として、河川の氾濫
を「外水氾濫」ともいう。
上流の大雨による川の増水や氾濫に
も注意を払う必要がある。

浸水害
洪水害

大雨
自分の地域で起こり得る
災害を事前に把握してお
くことが大切です

大雨による主な災害



天気予報
週間天気予報

1時間前3時間前3日前5日前1週間前

天気分布予
報・時系列予報

ナウキャスト
(雷・竜巻発生確度）

降水短時間予報定期的に発表

災害につながるような気象現象の発
生が予想される場合に随時発表 土砂災害警戒情報

注意報

指定河川洪水予報

危 険 度 の 高 ま り

記録的短時間大雨情報

気象警報 特別警報

台風に関する気象情報（台風予報）

(＊＊に関する）岡山県気象情報

竜巻注

意情報

警報級の可能性

危険度分布

高解像度ナウキャスト

段階的に発表する気象情報



24時間から２～３日先に災害に結びつくような激しい
現象が発生する可能性のあるときに予告。

警報・注意報の発表中に現象の推移や見通しの変化、
特に警戒の必要な点などを解説。

「全般気象情報」：全国を対象に発表
「地方気象情報」：11地方毎に発表
「府県気象情報」：都道府県毎に発表

気象情報

例：大雨に関する情報

突風と落雷に関する情報

･･･ｅｔｃ

防災気象情報の種類



◆特別警報（平成25年８月30日～）
暴風、暴風雪、大雨、大雪、高潮、波浪

◆警報
暴風、暴風雪、大雨、大雪、高潮、波浪、洪水

◆注意報
強風、風雪、大雨、大雪、濃霧、雷、乾燥、
なだれ、着氷、着雪、霜、低温、融雪、
高潮、波浪、洪水

特別警報・警報・注意報

注）大雨には、「浸水害」と「土砂災害」があります

防災気象情報の種類



気象台は基準に到達すると予想した場合に
前もって、警報・注意報を発表する

警報の基準：過去の災害データから、

重大な災害の発生するおそれのある値に設定

注意報の基準：過去の災害データから、

災害の発生するおそれのある値に設定

※注意報でも災害が発生することがあります。

警報・注意報の発表基準の設定

警報・注意報の対象となる地域
過去に災害が起こったときの気象状況

災害との関係
都道府県の防災機関とも協議



https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kijun/okayama/kijun_3310000.pdf

•ホーム > 知識・解説 >気象警報・注意報 >警報・注意報発表基準一覧表 >岡山県の警報・注意報発表基準一覧表

特別警報

岡山市の基準

土壌雨量指数
102･･･？



土壌雨量指数

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/dojoshisu.html

雨が止んだから
と言って
安心は

できません

降った雨による土砂災害危険度の高まりを
把握するための指標

⇒大雨警報（土砂災害）



表面雨量指数 短時間強雨による浸水危険度の高まりを把
握するための指標

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/hyomenshisu.html

⇒大雨警報（浸水害）



流域雨量指数

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/ryuikishisu.html

河川の上流に降った雨により、どれだけ下流
の対象地点の洪水危険度が高まるかを把握す
るための指標

⇒洪水警報
指定河川洪水予報



警報、注意報の発表は、

「リードタイム（猶予時間）」 を考慮しています。

リードタイムとは、警報、注意報を発表してから基準を

超える現象が発生するまでの時間（防災機関や地域住民へ

の伝達･周知及び防災対策に要する時間を考慮するもの）。

【標準的なリードタイム】

・短時間強雨に関する大雨警報、注意報

及び洪水警報、注意報 ･･･ ２～３時間

・その他の警報及び注意報 ･･･ ３～６時間

警報・注意報のリードタイム



警報・注意報の確認（気象庁ホームページの例）

NHKホームページより

※テレビのｄボタン
でも確認できます



警報・注意報の今後の推移（例）



警報級の現象が発生することが5日先までに予想されているとき、その可能性を
［高］､［中］の2段階で発表する

警報発表中か又は警報を発表するような
現象発生の可能性が高い状態
警報を発表するような現象発生の可能性
がある状態

天気予報と同じタイミングで発表され、

数日先の警報級の現象の可能性を把握できる

翌日までは天気予報（5時、11時、17時）

に合わせて発表 発表単位 岡山県南部 / 北部

3～5日先は、週間天気予報（11時、17時）

に合わせて発表 発表単位 岡山県

［高］

［中］

06-12 12-18 18-24 00-06 06-24

- - - -

1時間最大 40 40 15以下 15以下 15以下

3時間最大 60 60 25以下 25以下 25以下

24時間最大

- - - -

陸上 9以下 9以下 9以下 9以下 9以下

海上 9以下 9以下 9以下 9以下 9以下

- - - -

波高 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

岡山県南部の早期注意情報（警報級の可能性）

202#年08月01日05時　岡山地方気象台　発表

南部では、１日明け方までの期間内に、大雨警報を発表する可能性が高い。

5日

波浪
警報級の可能性 - -

岡山県南部
1日 2日

3日 4日

大雨

警報級の可能性 ［高］ ［中］

50以下

暴風

(雪)

警報級の可能性 - -

最大風速

早期注意情報（警報級の可能性）

※今後、高潮の項目も追加します。



洪水のおそれがある河川毎に、河川を
管理する国土交通省や都道府県と気
象庁が共同で洪水予報を発表します。

指定河川洪水予報

大雨警報の発表中、土砂災
害の危険度が高まった市町
村に対して都道府県と気象
台が共同で発表します。

土砂災害警戒情報

大雨警報の発表中に、数年に一度の猛
烈な雨を観測した場合に発表します。

岡山県では、1時間北部100ミリ、南部
90ミリ以上です。

※解析雨量でも発表します。

記録的短時間大雨情報

氾濫注意情報／氾濫警戒情報／
氾濫危険情報／氾濫発生情報

大雨警報より上！

平成19年4月1日～

防災気象情報の種類



特別警報の基準は、数十年に一度という極めて希で異常な
現象を対象として設定しています。

特別警報が発表されないからといって
安心することは禁物です。

特別警報 平成25年8月30日～ きっかけは平成23年に発生した東日本
大震災や台風第12号による土砂災害等

警報の発表で重大な災害の発生
するおそれがあります。

時間を追って段階的に発表され
る気象情報、注意報、警報やキ
キクル等を活用して、
早め早めの避難行動を心がけて
ください。

平成30年7月豪雨



防災気象情報の入手先（気象庁HP）



雨雲の動き
（高解像度降水ナウキャスト）

土砂災害 浸水害 洪水害

大雨
傾斜、地質等も考慮してどこで危険度が高まっているかを表示

キキクル（危険度分布）



★スマホで見てね！

ナウキャスト

★パソコンではこちら

はれるん

はれるん

大雨による３つの災害！

“キキクル”は

危険度分布の愛称です!!

現在地

現在時刻

アメダス雨量

雷

キキクル



質問１）キキクル「黒」が表示されていなければ災害は発生しないの？
⇒そうではありません。「黒」は、大雨による災害がすでに発生している可能性が高い状況であり、災害が発生する前にいつも出現するとは限りません。この
ため、「黒」を待つことなく、「紫」が出現した段階で、速やかに安全な場所に避難することが極めて重要です。

質問２）市町村から発令される避難情報とどう違うの？
⇒市町村から避難情報が発令された際には速やかに避難行動をとってください。一方で、多くの場合、防災気象情報は自治体が発令する避難指示
等よりも先に発表されます。このため、危険な場所からの避難が必要とされる警戒レベル４に相当する紫や高齢者等の避難が必要とされる警戒レベル
３に相当する赤色が出現した際には、避難指示等が発令されていなくても、自主的に避難の判断をすることが重要です。

警戒レベル４に相当するキキクル（危険度分布）は紫です

色 警戒レベル

濃い紫 ー

うす紫 ４相当

赤 ３相当

黄色 ２相当

白(水色) ー

色 警戒レベル

黒 ５相当

紫 ４相当

赤 ３相当

黄色 ２相当

白(水色) ー

これまでのキキクル

令和４年６月から

特 別 警 報 基 準 値
超過を「黒」で表示

警戒レベル4の
「紫」と一致



「新たな避難情報に関するポスター・チラシ」内閣府（防災担当）・消防庁作成より

警戒レベル



「避難情報に関するガイドライン」（内閣府）に基づき
気象庁において作成

※ 夜間～翌日早朝に大雨警報(土砂災害)に切り替える可能性が高い注意報は、警戒レベル３（高齢者等避難）に相当します。

新規５段階レベルの警戒レベルと防災気象情報



島根県東部では、線状降水帯による
非常に激しい雨が同じ場所で降り続い
ています。命に危険が及ぶ土砂災害や
洪水による災害発生の危険度が急激
に高まっています。

大雨災害発生の危険度が急激に高まっ
ている線状降水帯の雨域

線状降水帯に関する情報の発表例
（7月7日松江地方気象台発表例）

線状降水帯に関する情報を補足する
図情報（7月7日の発表例）

顕著な大雨に関する島根県気象情報

・「解除」は発表しません
・3時間経過後も継続の場合は再発表

線状降水帯に関する情報の発表条件に満たなくとも、広範囲で激しい雨が長時間継続する
ような場合には、大雨特別警報が発表されたり、甚大な被害が発生し得ることに留意が必要。

線状降水帯に関する情報が未発表 ≠ 危険ではない

※ 「雨雲の動き」（高解像度降水ナウキャスト）

顕著な大雨に関する気象情報（線状降水帯）



※令和11年度には市町村単位での
情報提供を目指す



令和4年4月28日報道発表資料「線状
降水帯予測の開始について」より



地域の災害
リスクを知る

災害から身を守
るための知識や

意識

平常時

・大雨警報
・土砂災害警戒情報
・氾濫危険情報
・津波警報
・避難指示
が出たらどうする？

ハザードマップ、防災まち歩き、
災害記念碑、図上訓練等で
地域に起きるかもしれない災害
を知りましょう

災害の知識、防災情報、とるべ
き行動などについて確認し、家
族で話し合っておきましょう

災害時

○○市
大雨・洪水警報

早めに避難し
てください

明るいうちに
避難所へ

逃げ遅れたら
高い建物に

入手できる“情報”をフルに活用して
最適な安全確保行動を！
命を守るために最善を尽くす！

“情報“をフルに活用
安全確保行動！

気象災害に備える



それでは、
ワークショップをやって
みましょう



場所・住居・家族
班 場所 住居 家族

① Ａ：川のそば
３階建て
鉄骨マンション
１階

父・母・兄・私
祖父（歩行困難）
車あり

② Ｂ：斜面のそば
木造２階建て
一軒家

父・母・姉・私
祖母（歩行困難）
車あり

③ Ａ：川のそば
３階建て
鉄骨マンション
３階

母・姉・私
祖母（歩行困難）
車なし

④ Ｂ：斜面のそば
木造２階建て
一軒家

父・母・姉・私
車あり

⑤ Ａ：川のそば
木造２階建て
一軒家

父・私・
妹（中学生）
車なし

44

状況付与（場面１）



薄い黄色や緑色、水色は、

川の水があふれて浸水する領域

（色は、想定される浸水の深さ）

赤色は、

崩れてきた土砂により

家屋等に被害が及ぶ

『土砂災害警戒区域等』

水路

水路

水路

水路

水路

水路

避難場所１避難場所１

避難場所２避難場所２

状況付与（場面１）



赤色は、

崩れてきた土砂により

家屋等に被害が及ぶ

『土砂災害警戒区域等』

水路

水路

水路

水路

水路

水路

避難場所１避難場所１

避難場所２避難場所２

状況付与（場面１）

Ａ
・マンション（鉄骨）１階
・貴方、妻

母親（足が不自由）
遊びに来た孫（５歳）



水路

水路

水路

水路

水路

水路

避難場所１避難場所１

避難場所２避難場所２

状況付与（場面１）

Ｂ
・木造２階建て
・貴方、妻

母親（足が不自由）
遊びに来た孫（５歳）



前線の活動が活発になるため、
△△県では、今夜から雨が降り始め、
明日５日（土）昼頃から、
明後日６日（日）明け方にかけて、
非常に激しい雨が降る見込みです。

大雨となるおそれがあるため、
低い土地の浸水、土砂災害、
河川の急な増水、氾濫などに
警戒してください。
気象台が発表する警報、注意報、
気象情報に十分留意してください。

昼のローカルニュース

今日は 10月４日（金）

警戒レベル１：
災害への心構えを高める

気象台からは、大雨警報が
発表される可能性が高いと
して、すでに「早期注意情
報」も発表されています。

【流れ】

早期注意情報

早期注意情報

10月4日（金）

10月５日（土）

10月６日（日）

状況付与（場面１）



10月4日（金）昼～
10月5日（土）明け方

（日の出：5時30分頃、日の入：17時頃）

大雨に備えて
どのような準備をするか
皆で話し合って下さい

【流れ】

早期注意情報

早期注意情報

10月4日（金）

10月５日（土）

10月６日（日）

状況付与（場面１）

すでに、４日の夜から、
弱い雨が降り出しています



朝のローカルニュース
△△県では、昨夜から弱い雨が降っています。

今日5日昼過ぎからは、非常に激しい雨が降り、
夜は、一層強まって、猛烈な雨が降ると予想
されています。

過去に大きな被害をもたらした大雨に匹敵する
状況になるおそれがあるとのことです。

低い土地の浸水、土砂災害、河川の急な増水、
氾濫などに厳重に警戒してください。

気象台が発表する警報、注意報、気象情報に十
分留意してください。

10月5日（土）

大雨注意報 洪水注意報5日（土）5時00分
警戒レベル２：自らの避難行動を確認

【流れ】

早期注意情報

早期注意情報

早期注意情報

大雨洪水注意報

10月4日（金）

10月５日（土）

10月６日（日）

状況付与（場面２）



10月5日（土）明け方～
10月5日（土）昼

（日の出：5時30分頃、日の入：17時頃）

【流れ】

早期注意情報

早期注意情報

早期注意情報

大雨洪水注意報

10月4日（金）

10月５日（土）

10月６日（日）

状況付与（場面２）

大雨に備えて
どのような対応をとるか
皆で話し合って下さい

外は、弱い雨が降っており
時折、強い雨も降る状況です



大雨警報

洪水警報

5日（土）13時30分

警戒レベル３ 高齢者等避難 相当

土砂災害警戒情報5日（土）18時30分
警戒レベル4 避難指示 相当

（日の出：5時30分頃、日の入：17時頃）

10月5日（土）
【流れ】

早期注意情報

早期注意情報

早期注意情報

大雨洪水注意報

大雨洪水警報

土砂災害警戒情報

10月4日（金）

10月５日（土）

10月６日（日）

状況付与（場面３）

（外は非常に激しい雨）

（外は断続的に猛烈な雨）



10月5日（土）昼～
10月6日（日）明け方

（日の出：5時30分頃、日の入：17時頃）

【流れ】

早期注意情報

早期注意情報

早期注意情報

大雨洪水注意報

大雨洪水警報

土砂災害警戒情報

10月4日（金）

10月５日（土）

10月６日（日）

状況付与（場面３）

命をまもるため
どのような対応をとるか
皆で話し合って下さい

外は、昼過ぎから非常に激しい雨
夜は断続的に猛烈な雨が降る状況です



大雨警報

洪水警報

5日（土）13時30分

警戒レベル３ 高齢者等避難 相当

10月5日（土）昼～
10月6日（日）明け方

土砂災害警戒情報5日（土）18時30分
警戒レベル4 避難指示 相当

大雨特別警報
（土砂災害）6日（日）4時10分

警戒レベル5 緊急安全確保 相当

【流れ】

早期注意情報

早期注意情報

早期注意情報

大雨洪水注意報

大雨洪水警報

土砂災害警戒情報

大雨特別警報

10月4日（金）

10月５日（土）

10月６日（日）

状況付与（場面３）



あとから入ってきた情報

発生していた災害

水路があふれる

がけ崩れが発生する

大きな川があふれる

5日（土）13時30分頃

5日（土）20時00分頃

6日（日）11時00分頃
各地で土砂災害

6日（日） 明け方

【流れ】

早期注意情報

早期注意情報

早期注意情報

大雨洪水注意報

10月4日（金）

10月５日（土）

10月６日（日）

状況付与（発表準備）

大雨洪水警報

土砂災害警戒情報

大雨特別警報



Ａ

Ｂ

10月5日（土） 13時30分頃
水路があふれる

10月5日（土）
13時30分頃
水路があふれる

避難場所１避難場所１

避難場所２避難場所２

10月5日（土）20時頃
がけ崩れが発生

10月6日（日）明け方
各地で土砂災害

状況付与（発表準備）



大雨・浸水時や夜間の屋外の移動は？
障がいのある方や
お年寄りと一緒

小さな子どもと一緒

大雨が降り続くと…

家の周りに

水が！

道路が

川のように

なってる！

足下が

見えない！ 暗くて

見えない！

夜になると…

大雨や暴風の中



警戒レベルと避難行動との関係を学ぶ！

「避難情報」が発令されていなくても、気象台等が発
表する防災気象情報を参考に、自らの判断で、早めに
命を守る行動をとることも重要。

本日のねらい

市区町村が発令する「避難情報」で
確実に避難することが重要

しかし、外の状況は刻々と変わる



身を守るための知識・意識を持つ２

テレビ
ラジオ

携帯電話

防災無線

広報車

WEB

身を守るための知識を持つ身を守るための知識を持つ



最 後 に

「まさか」から「いつかは」に
・「まさか」こんなことが起こるとは思わなかった
・この地域は災害が少ないと思っていた
・自分は大丈夫だと思っていた

「いつかは･･･」という心構えで災害に備える
ことが重要です。

地震への備えも
お忘れなく


